
観
徳
川
期
に
お
け
る
防
・
長
方
言
の
轍
輔
資
料
の

一
、
ご

白

木

進

一
、

（期良奈）
（西）

（期安平）（期町室・倉鎌）

東
西
方
言
の
推
移
・
対
立
の
過
程
に
お
い
て
、

期
は
東
西
勢
・
力
逆
転
の
時
代
で
あ
る

（東）

徳
冊

 
奈
良
朝
・
平
安
朝
の
昔
か
ら
、
日
本
語
の
本
流
は
常
に
平

城
・
平
安
京
を
中
心
に
流
れ
、
東
国
語
は
だ
み
た
る
言
葉
、
う

ち
ゆ
が
み
た
る
声
と
し
て
蔑
視
さ
れ
て
来
た
。
然
し
東
国
の
武

士
が
漸
く
勢
力
を
伸
ば
し
、
や
が
て
頼
朝
が
幕
府
を
鎌
倉
に
樹

立
し
て
以
来
、
政
権
は
武
門
に
受
け
つ
が
れ
、
勢
い
東
国
の
言

葉
は
騒
々
と
し
て
京
に
毛
侵
入
し
て
ゆ
く
。
．

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
コ
む
 
 
む

 
 
「
公
家
の
人
々
、
い
つ
し
か
云
ひ
も
習
は
臨
坂
東
声
を
使

、
ひ
、
著
も
な
れ
ぬ
折
鳥
帽
子
に
額
を
顕
し
て
、
武
家
の
人
に
紛

れ
ん
と
し
け
れ
ど
も
、
…
…
」

 
 
 
 
 
 
 
 
 
い
ま
や
う
す
が
た

と
は
太
平
記
（
三
天
下
時
勢
粧
）
の
叙
す
る
所
。

 
 
一
、
六
〇
〇
一
関
ケ
原
の
戦
の
後
、
家
康
幕
府
を
江
戸
に
開

く
や
、
こ
㌧
は
や
が
て
百
万
の
大
都
会
と
な
り
、
文
化
・
経
済

の
面
に
お
い
て
も
京
阪
と
拮
抗
し
、
遂
に
之
を
凌
駕
す
る
。
徳

川
期
を
国
語
史
の
上
で
二
元
（
文
語
t
口
語
）
、
対
立
（
西
Φ

（語京東）   （期  川  徳）
一一．．一一一一一一一一一L一一一．“一一一'LL一一L'一 P'J．tl」］；：：］＝：：一'

       ／

（語阪京）

東
）
の
時
代
と
見
た
安
藤
正
次
氏
は
、

 
「
江
戸
言
葉
が
上
方
言
葉
よ
り
優
位
を
占
め
る
も
の
で
あ
る

と
し
て
、
江
戸
っ
子
の
自
慢
の
種
と
な
っ
た
の
は
、
お
そ
も
く

 
 
 
ソ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
ソ
 

化
〔
8
0
-
8
1
〕
政
〔
8
1
1
8
2
〕
の
頃
か
ら
で
あ
ら
う
。
」
（
国

語
史
序
説
燭
ぺ
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

と
い
う
。
化
政
期
の
後
一
世
紀
足
ら
ず
で
世
は
維
新
（
8
6
年
間

を
迎
え
、
明
治
の
近
代
日
本
と
な
り
、
江
戸
語
は
東
京
語
と
な

る
。
嘗
て
は
西
側
か
ら
蔑
視
さ
れ
続
け
た
あ
ず
ま
言
葉
が
、
今

や
首
都
の
言
葉
と
し
て
、
そ
し
て
全
国
共
通
語
の
中
核
と
し
て

栄
え
て
い
る
の
で
あ
る
。

二
、
徳
川
期
に
お
け
る
中
国
地
方
方
言
研
究
の
概
観

 
徳
川
期
は
日
本
語
研
究
の
礎
地
が
開
か
れ
、
方
言
研
究
も
勃
興
し
た
時
代
で

あ
る
。
今
、
中
国
地
方
方
言
研
究
の
文
献
一
、
二
を
あ
げ
る
。

ω
き
り
し
た
ん
の
研
究
物

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
サ
ビ
エ
ル
の
鹿
児
島
流
着
は
天
文
十
八
5
4
年
八
月
で
、
翌
年
秋
山
口
を
経
て
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管
見
徳
川
期
に
お
け
る
防
・
長
方
言
の
文
献
・
語
彙
資
料
の
一
、
二



京
に
入
る
。
そ
の
翌
年
帰
路
再
び
山
口
に
立
ち
よ
り
、
五
ヵ
月
滞
在
布
教
し
た

が
、
秋
豊
後
に
着
き
、
冬
豊
後
を
発
し
印
度
に
向
う
。
そ
の
後
イ
エ
ス
ズ
会

 
 
つ
ノ
 
 
ム
 
 
む
 
 
 
 
 
む

は
、
6
0
 
 
年
日
葡
辞
書
の
正
編
・
補
編
刊
行
。
方
言
約
五
百
語
を
収
む
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
む
 
む
 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
し
も

60
@
 
年
ロ
ド
リ
ゲ
ス
は
日
本
大
文
典
三
巻
を
著
し
、
日
本
語
を
九
州
 
（
下
）

中
国
 
都
 
関
東
（
坂
東
）
の
四
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
け
て
観
察
し
て
い
る
。
そ
の

う
ち
「
中
国
の
こ
と
ば
」
に
つ
い
て
曰
く
、
 
（
第
二
巻
卑
語
の
条
）

 
中
国
（
O
缶
魯
O
O
O
＜
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ろ

○
中
国
の
も
の
は
発
音
す
る
時
、
開
が
る
発
音
を
過
大
に
し
て
、
口
を
開
き
過

ぎ
て
一
種
高
い
ソ
ン
ソ
ネ
ー
テ
を
起
す
。
例
へ
ば
2
母
二
暴
一
（
な
る
ま
い
）

の
代
り
に
2
鋤
霊
ヨ
帥
（
な
る
ま
あ
）
と
い
ふ
。
又
、
》
ひ
q
二
〇
N
舞
鼠
（
上
げ
ざ

っ
た
）
、
ヨ
偉
。
一
罠
二
一
欝
（
参
ら
ざ
っ
た
）
の
や
う
に
、
否
定
動
詞
の
N
餌
把
（
ざ

る
）
、
N
仁
（
ず
）
を
普
通
に
使
ふ
。
 
（
土
井
訳
本
鵬
ぺ
）

 
備
前
（
切
昌
国
2
）

O
他
の
動
詞
に
接
続
す
る
際
に
は
、
形
容
動
詞
の
・
o
（
オ
う
）
、
6
（
ア
う
）
、

・
u
（
ウ
う
）
に
終
る
語
根
に
助
辞
2
坤
（
に
）
を
添
へ
る
。
例
へ
ば
く
村
⑦
×
口
写

N
8
N
ξ
二
（
嬉
し
う
に
存
ず
る
）
、
、
冒
O
島
N
、
5
冨
図
口
巳
σ
q
O
N
鴛
二
（
珍
し
う
に
ご

ざ
る
）
、
O
げ
撃
。
簿
ρ
口
巳
け
鉾
。
一
．
（
茶
を
熱
う
に
立
て
い
）
、
な
ど
℃

○
伊
q
の
前
の
母
音
は
半
分
の
鼻
音
を
以
て
発
音
す
る
の
で
あ
る
が
、
備
前
の
も

の
の
発
音
で
は
そ
れ
を
除
い
て
み
て
v
干
か
ら
び
た
発
音
を
す
る
。
例
へ
ば

↓
o
α
q
帥
（
科
）
の
代
り
に
↓
o
α
Ω
ρ
（
と
が
）
、
ω
o
お
伽
Q
拶
箆
（
某
）
な
ど
と
い
ふ
。

こ
の
発
音
を
す
る
の
で
備
前
の
者
は
有
名
で
あ
る
。
 
（
土
井
訳
本
磁
ぺ
）

 
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8

ω
浮
世
鏡
第
三
（
著
者
未
詳
 
貞
享
五
6
8
年
刊
）

 
序
に
「
か
た
こ
と
」
の
補
遺
と
し
て
下
し
た
と
あ
り
、
京
都
語
を
中
心
に
㎜

条
を
と
り
あ
ぐ
。
京
都
語
の
外
は
（
数
字
は
「
か
た
こ
と
」
考
（
笠
間
選
書
囲
）

の
、
頭
注
浮
世
鏡
第
三
に
付
し
た
項
目
番
号
に
よ
る
。
）

 
 
 
 
 
あ
づ
ま

 
輪
宝
8
8
 
東
8
8
皿
齪
謂
賀
州
鵬
 
西
国
翻

の
七
条
と

 
備
前
・
中
・
後
9
1
伽
蹴
「
備
前
・
美
作
三
三
 
中
国
9
0
9
1
m
描
凱
鵬
獅
鵬
珊

 
 
翻

の
十
五
条
あ
り
、
中
国
方
言
の
取
り
上
げ
の
多
い
の
が
注
目
を
引
く
。
著
者
は

、
何
ら
か
中
国
に
関
係
あ
る
人
で
あ
ろ
う
。
但
し

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
き
さ
ら
ぎ
 
 
 
 
 
 
 
 
共
 
 
う
づ
き
 
 
 
 
 
 
 
共

 
「
か
た
こ
と
」
劉
条
に
、
二
月
を
。
に
ん
ぐ
は
ち
。
四
月
を
し
ん
ぐ
は
ち
。
…

…
よ
し
と
云
り
。
と
あ
る
に
対
し
、

浮
世
鏡
第
三
盟
条
は
、
し
ょ
ん
ぐ
は
つ
 
正
月
 
に
ん
月
 
し
ん
月
同

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

と
し
て
「
し
ょ
ん
」
「
に
ん
」
「
し
ん
」
の
鼻
濁
音
を
否
定
す
る
。
蓋
し
著
者

は
京
都
出
身
で
は
な
く
、
鼻
濁
音
を
有
た
ぬ
中
国
生
れ
、
そ
れ
も
東
南
部
の
備

州
あ
た
り
の
出
身
で
あ
ろ
う
か
と
も
推
察
さ
れ
る
。

三
、
防
・
．
長
方
言
を
と
の
あ
げ
た
文
献

ω
地
誌
・
物
産

○
新
人
国
記
（
著
者
未
詳
）
に
い
う
、

 
〔
周
防
〕
 
（
省
略
）

 
〔
長
門
〕
当
国
の
風
俗
は
万
事
に
差
掛
た
る
事
な
く
、
人
の
音
声
も
下
戸

 
に
、
上
調
子
た
る
事
な
し
。
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う

○
毛
吹
草
（
七
巻
 
松
井
維
舟
 
正
保
二
6
4
年
刊
）
に
産
物
を
あ
げ
て
、

 
周
防
 
山
代
半
紙
 
椙
原
鳥
子
忽
々
蕩
雄
鹿
皮
三
山
口
耳
鹿
子
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◆



 
紫
染
 
葡
蕩
 
小
荷
 
駄
荷
鞍
縮
歌
月
旦
替
ノ
 
香
積
寺
三
重
韻
 
湯
田
二
月

 
箏
（
巻
四
）

 
長
門
（
省
略
）

㈲
本
草
学
書
に
現
れ
る
防
・
長
方
言

 
長
門
産
物
名
寄
、
周
防
産
物
名
寄
な
る
写
本
が
、
萩
図
書
館
に
在
る
。
山
口

県
文
書
館
の
は
長
門
国
産
物
、
周
防
国
産
物
と
題
し
、
序
に
は
「
合
わ
せ
て
両

国
本
草
と
呼
ぶ
」
と
記
す
。
物
名
に
方
言
が
出
る
。

○
長
門
産
物
名
寄
の
例
（
第
1
頁
）

魚
類
 
介
甲
類
 
鳥
類
 
獣
類
 
〔
虫
類
〕
 
蛇
類
 
菜
類
 
菌
類
 
瓜
類

果
類
 
木
類
 
草
類
 
竹
類
 
穀
類

 
と
目
を
掲
げ
、
以
下
各
類
を
列
挙
詳
説
す
る
。
瓜
類
の
例
、

瓜
類

 
カ
モ
ウ
リ

 
 
冬
瓜
 
と
う
ぐ
わ
と
も
申
候

 
 
イ
ト
ウ
リ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
チ

 
 
緕
瓜
 
へ
ち
ま
と
も
申
候

○
周
防
国
産
物
名
寄
の
例
（
第
伽
ぺ
1
木
彫
）

コ
シ
ア
ブ
ラ

ニ
マ
メ
ノ
木
山
タ
テ
、
大
豆
テ
陛

ト
リ
デ
ノ
キ

ヂ
ゾ
ウ
ガ
シ
ラ
長
州
ニ
ゥ
ッ
、
，

ワ
ク
ー
フ
ワ

黒
ガ
ネ
カ
ブ
リ
ヵ
ネ
ヵ
ブ
リ

産
物
の
名
に
は
別
名
、
俗
名
、

シ
ヤ
ク
シ
木
バ
グ
チ
怪

ニ
シ
コ
ギ
他
邦
ニ
ネ
ヅ
・
く
ノ
フ
ン
ト
云

ト
ビ
キ
 
又
正
ド
ウ
ボ
ウ
ト
云

カ
ネ
カ
プ
リ
長
州
ニ
シ
ワ
ギ
ト
云

土
手
カ
プ
リ
 
ク
ロ
ガ
ネ
モ
ド
キ

カ
ヂ
ヤ
タ
カ
ネ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
方
言
を
列
挙
し
て
い
る
の
が
目
に
つ
く
。

同
種
の
書
類
を
岩
国
藩
に
見
る
と
、
．
「
吉
川
左
京
領
内
産
物
弄
方
言
」

と
題

管
見
徳
川
期
に
お
け
る
防
・
長
方
言
の
文
献
・
語
彙
資
料
の
｝
、
二

す
る
写
本
が
あ
る
。
例
（
○
点
は
筆
者
）

 
草
類

一
 
オ
ニ
ユ
リ
（
巻
丹
）

一

 
其
種
・
ヤ
マ
コ
ウ
ラ
（
番
山
丹
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
サ
・
ゴ
ウ
ラ
 
ハ
タ
ユ
リ
ト
モ

ド
ク
ダ
ミ
（
叢
誌
）

 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 

 
ケ
イ
セ
イ
サ
ウ
 
・
ノ
ハ
イ
タ
ナ
．

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

シ
ヤ
ク
ゼ
ウ
ユ
リ
 
ゴ
ウ
ラ
ト
モ

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

カ
キ
ダ
ノ
シ
ト
モ

此
の
書
は
端
本
な
が
ら
今
年
二
月
、
岩
国
徴
古
館
よ
り
出
刊
さ
れ
、
右
の
○
を

付
し
た
語
を
方
言
と
見
て
ゴ
チ
ッ
ク
印
刷
に
し
て
い
る
。
 
 
 
 
 
 
・

 
な
お
こ
の
種
調
査
書
の
控
は
徳
山
、
長
府
、
清
末
各
支
藩
に
も
あ
る
。

 
蓋
し
徳
川
期
は
、
早
く
慶
長
十
二
年
に
明
の
李
碁
盤
の
本
草
綱
目
五
二
巻
を
輸

入
し
、
之
を
根
幹
と
し
て
本
草
学
が
起
り
、
栄
え
た
時
代
で
あ
る
。
中
で
も
稲

生
若
水
は
加
賀
藩
命
を
受
け
て
庶
物
類
纂
三
六
二
巻
を
編
集
し
た
（
元
禄
九
年
）

が
、
そ
の
後
将
軍
吉
宗
は
丹
羽
正
伯
に
増
浦
を
命
じ
た
。
よ
っ
て
正
伯
は
幕
命

を
以
て
三
百
諸
藩
に
資
料
の
提
出
を
求
め
、
元
文
三
年
増
補
版
七
〇
〇
巻
を
完
成

し
た
。
先
の
両
国
本
草
な
ど
は
こ
の
時
提
出
し
た
書
類
の
控
な
の
で
あ
る
。
こ

の
時
、
長
州
本
藩
で
調
整
し
た
書
類
は
六
十
部
に
も
達
し
た
と
い
う
。

 
本
草
学
は
草
木
を
主
と
し
、
動
物
、
鉱
物
も
含
め
て
薬
餌
・
食
料
に
資
す
る

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
 

学
問
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
物
と
名
と
の
一
致
が
肝
要
な
の
で
、
勢
い
俗
語
、
別

．
称
、
・
方
言
の
研
究
を
伴
い
、
之
を
列
挙
す
る
こ
と
と
な
ヶ
、
か
つ
多
く
は
写
生

の
図
面
を
つ
け
る
こ
と
に
も
な
る
。
 
（
今
、
残
存
の
控
書
に
は
図
面
は
省
略
さ

れ
て
い
る
。
）
写
本
に
左
の
注
意
書
が
添
付
さ
れ
て
い
る
。

 
ケ
様
の
類
ハ
広
く
諸
国
二
而
不
唱
名
二
曹
候
故
何
れ
も
江
戸
辺
に
て
は
何
京

 
都
辺
二
言
は
何
と
申
儀
御
書
添
可
成
候
万
一
夫
も
知
レ
カ
ネ
候
バ
絵
図
面
被
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成
董
葉
花
実
井
大
小
時
節
之
註
等
御
添
別
本
二
御
幕
可
成
描
写
レ
之
部
下
三

聖
惣
三
下
例
に
て
御
駕
可
成
候
勿
論
何
国
に
て
も
多
く
唱
候
名
ハ
不
及
其
儀

ト
㈲
通
辞
・
問
答
類

 
江
戸
三
百
年
間
は
封
建
制
下
の
藩
政
が
続
く
が
、
大
名
に
は
参
観
交
替
の
義

務
が
あ
り
、
隔
年
毎
に
格
式
に
応
じ
た
人
数
を
整
え
て
江
戸
へ
往
復
の
旅
を
し

た
し
、
ま
た
江
戸
で
の
生
活
が
あ
り
、
常
に
大
名
の
妻
子
、
江
戸
詰
め
定
府
藩

士
の
生
活
が
あ
っ
た
。
各
藩
で
は
他
藩
と
の
応
対
や
、
旅
中
及
び
江
戸
生
活
に
，

事
欠
か
ぬ
よ
う
、
通
辞
・
問
答
の
教
科
書
を
作
っ
た
。
長
州
藩
の
そ
れ
は
布
施

御
樒
作
の
他
所
問
答
（
自
他
問
答
、
自
他
問
対
と
も
）
で
、

 
一
、
御
手
前
様
に
ハ
敦
之
御
家
申
に
御
座
候
哉

 
 
 
長
州
家
中
何
条
何
某
ど
申
者
に
御
座
候

に
始
ま
る
一
連
の
挨
拶
用
語
の
虎
の
巻
で
あ
る
。

 
武
士
言
葉
に
は
一
定
の
型
が
あ
る
が
、
や
は
り
江
戸
に
お
け
る
武
士
達
の
用

語
、
江
戸
城
を
中
心
に
話
さ
れ
た
武
士
言
葉
が
標
準
と
な
っ
た
。
参
期
交
替
に

…
從
つ
た
藩
士
た
ち
、
江
戸
詰
め
定
府
の
藩
士
は
標
準
武
士
言
葉
を
経
験
し
修
得

す
る
と
共
に
、
郷
藩
の
方
言
を
反
省
す
る
。
各
藩
で
作
ら
れ
た
通
辞
・
問
答
書

に
は
、
か
く
て
往
々
に
戒
め
と
し
て
の
自
藩
の
方
言
集
が
附
録
さ
れ
る
。
長
州

藩
の
他
所
問
答
に
は
、
『
相
用
ひ
間
四
三
大
概
」
と
し
て
一
語
を
載
せ
て
い
る
。

 
 
相
用
ひ
間
敷
詞
大
概
．

一
 
い
っ
さ
い
ち
う
に
 
 
 
 
 
 
 
一
 
し
ゃ
つ
ち
き
り

一
 
し
ら
ん
げ
な
 
 
 
 
 
 
 
、
 
一
 
お
し
ら
れ
る

●
・
．
●
●
●
o
●
●
・
．
o
o
…
o
．
・
、
●
・
●
●
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
阜
●
●
●
●
●
o
●
・
●
o
．
o
，
○
・
．
o
．
‘
・
騎
●
●
・
，
．
・
●
・

一
 
か
う
じ
ゃ
の
っ
て
 
 
 
 
 
 
 
一
 
こ
わ
い
（
総
計
警
語
）

 
な
お
東
条
氏
は
世
良
孫
右
衛
門
1
「
言
葉
合
せ
の
大
概
」
 
（
天
保
年
間
）
な

 
る
書
も
あ
げ
て
い
る
が
、
所
在
不
明
で
内
容
を
確
認
で
き
ず
、
こ
～
に
取
り

 
上
げ
な
か
っ
た
。

ω
紀
行
文
に
見
る
防
・
長
方
言

 
防
長
二
州
は
山
陽
道
の
西
端
に
位
し
、
九
州
に
つ
な
が
る
。
．
そ
の
山
陽
道
は

奈
良
朝
の
古
よ
り
】
級
国
道
で
あ
る
。
こ
こ
を
往
来
し
た
人
々
は
数
限
り
な

く
、
紀
行
文
を
残
し
た
人
も
少
な
く
な
い
の
だ
が
、
然
し
防
長
方
言
を
紀
行
文

の
中
に
見
出
す
の
は
容
易
で
な
い
。
蓋
し
紀
行
文
は
概
し
て
文
語
で
書
か
れ
、

雅
語
が
用
い
ら
れ
、
方
言
の
入
り
こ
む
余
地
が
無
い
か
ら
で
あ
る
。
僅
か
に
一

茶
の
文
中
に
、
次
の
語
を
見
る
。

○
．
西
国
紀
行
（
全
集
巻
五
4
4
ぺ
）

 
 
 
 
 
 
へ
る
あ
り
 
 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ
か
へ
や
つ
こ

 
 
の
ん
こ
と
い
ふ
は
、
あ
き
ら
〔
防
州
下
津
令
の
俳
人
明
良
〕
う
し
の
仕
奴

 
 
也
け
り
。

 
 
…
…
（
略
）
…
…

 
〈
タ
ヲ
V

 
 
峠
と
云
 
周
州

 
 
ま
た
を
 
マ
ン
タ
と
云

○
同
（
〃
 
4
6
ぺ
）

 
 
 
 
す
は
う

 
 
一
、
周
防
に
て
峠
を
タ
ヲ
と
云
ひ
、
調
市
を
ノ
ン
コ
と
云
也
。

○
方
言
雑
集
（
全
集
巻
七
 
鵬
ぺ
）

 
 
ア
ン
タ
周
防
下
輩
を
い
ふ
。

 
備
考
・
方
言
二
等
は
一
茶
が
長
年
の
旅
の
道
中
に
見
聞
せ
る
方
言
を
記
録
し

 
 
 
 
 
．
 
 
 
 
 
 
7

 
 
た
も
の
で
、
収
容
語
8
2
語
。
郷
里
の
信
濃
を
中
心
に
、
足
跡
は
関
東
、
近

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
げ

 
 
畿
、
四
国
、
九
州
に
跨
が
り
、
か
つ
生
涯
書
き
つ
い
だ
と
い
う
。
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㈲
丈
学
に
現
れ
た
防
長
方
言
 
冒
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ

○
新
井
無
二
郎
の
「
防
長
方
言
考
」
の
附
録
に
い
う
、

 
 
一
、
防
長
語
と
狂
言
記

 
狂
言
の
言
葉
と
、
防
長
の
方
言
と
は
、
殆
ど
皆
同
一
系
統
の
語
で
あ
る
。
ゆ

ゑ
に
防
長
に
生
れ
た
吾
々
は
、
狂
言
を
読
む
と
、
非
常
に
お
も
し
ろ
く
、
な
ん

と
も
云
へ
な
い
な
つ
か
し
さ
を
お
ぼ
え
る
。
…
…
今
狂
言
記
の
中
か
ら
、
一
小

部
分
を
抜
き
だ
し
て
、
防
長
語
と
の
共
通
を
示
さ
う
。

 
大
名
こ
か
や
な
ん
じ
ゃ
 
冠
音
末
広
で
御
座
り
ま
す
る

 
大
名
こ
れ
が
や

 
大
名
イ
や
末
広
で
候
ふ
の
、
ざ
れ
絵
で
候
ふ
の
（
末
広
）

 
 
二
、
防
長
語
と
近
松
の
浄
瑠
璃

 
近
松
の
書
い
た
浄
瑠
璃
を
読
ん
で
、
其
の
文
句
に
防
長
語
が
漏
ち
て
を
る
の

を
見
て
、
近
松
は
必
ず
防
長
人
で
あ
る
と
自
分
は
考
へ
る
。
…
…
防
長
語
も
、

関
西
の
関
係
上
、
京
阪
語
と
の
共
通
は
、
勿
論
あ
る
け
れ
ど
、
防
長
特
有
の
語

は
、
他
で
は
見
ら
れ
な
い
。
其
の
他
で
は
見
ら
れ
な
い
所
の
語
を
、
近
松
は
微
細

 
つ
か

に
用
っ
て
を
る
9
こ
れ
は
長
州
人
で
な
け
れ
ば
、
出
来
ぬ
芸
当
で
あ
る
。
今
、
近

松
の
世
話
浄
瑠
璃
の
中
か
ら
、
防
長
語
を
挙
げ
て
…
…
立
証
し
よ
う
と
思
ふ
。

 
ア
・
し
ん
ど
う
や
と
逐
う
ち
か
け
、
 
噛

シ
ア
ハ
セ

 
仕
合
の
わ
る
い
時
は
、
な
ん
で
損
を
せ
う
も
し
ら
ぬ
。

 
ず
る
ぶ
ん
弓
矢
の
け
い
こ
せ
い
出
し
申
さ
う
そ
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
夕
霧
阿
波
鳴
渡
）

 
興
味
あ
る
論
で
は
あ
る
が
、
・
こ
の
意
見
を
正
当
化
す
る
為
に
は
、
少
な
く
と

も
狂
言
の
作
ら
れ
た
室
町
末
期
、
近
松
の
活
躍
し
た
元
禄
期
ま
で
に
、
之
ら
の

言
葉
が
防
長
で
使
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
確
か
な
文
献
資
料
を
示
し
て
証
明

覧
徳
川
期
に
お
け
る
防
．
長
方
言
の
文
献
・
語
審
料
璽
・
弘

せ
ね
ば
な
る
ま
い
。
現
代
の
防
長
語
を
狂
言
記
や
近
松
の
浄
瑠
璃
と
比
較
し
て

類
似
を
訴
え
る
の
で
は
逆
で
あ
る
。

○
江
戸
末
期
に
方
言
を
滑
稽
文
学
に
登
場
さ
せ
、
成
功
し
た
の
は
三
馬
や
一
九

で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
中
に
防
長
方
言
が
使
わ
れ
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
。
一
九
の

宮
嶋
道
申
膝
栗
毛
の
序
文
に
、

 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
一
…
防
州
穴
の
口
と
い
へ
る
に
着
く
 
此
難
渋
に
点
て
、
復
び
乗
船
を
伯

 
れ
、
上
陸
し
て
浪
桑
に
帰
る
序
な
れ
ば
と
芸
州
宮
嶋
に
詣
で
た
り
し
が
、

 
欝
肋
㍊
動
誠
に
聞
け
る
よ
り
は
視
る
に
驚
き
て
…
・
：

宮
嶋
か
ら
四
里
と
い
う
防
州
穴
の
口
と
は
ど
こ
か
。
岩
国
の
人
に
き
け
ば
、
現

 
 
 
 
へ

に
新
港
区
に
そ
の
地
名
が
在
る
と
い
う
。
さ
て
は
一
九
に
よ
り
防
州
方
言
が
取

り
あ
げ
ら
れ
る
か
、
と
思
っ
て
本
文
を
見
る
と
、
宮
嶋
参
詣
の
記
事
は
あ
る
が
、

四
国
か
ら
の
舟
便
が
難
渋
し
て
防
州
に
着
く
と
い
う
序
文
の
構
想
は
捨
て
ら
れ

て
い
る
。

㈲
民
謡
、
田
植
歌
の
類
に
出
る
防
長
方
言
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
｝

 
こ
め
種
の
も
の
は
県
下
至
る
所
に
存
在
す
る
筈
で
あ
る
。
今
、
山
口
県
で
は

比
較
的
早
い
時
期
に
で
き
た
村
誌
「
鋳
銭
司
村
」
 
（
昭
2
9
内
田
狂
態
 
現
在
は

山
口
市
に
合
併
）
か
ら
二
、
三
の
例
を
拾
っ
て
み
る
。
 
（
筆
者
が
。
印
を
付
し

た
語
な
ど
方
言
と
思
わ
れ
る
。
〉

子
守
唄
（
漏
ぺ
）
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

○
ね
ん
ね
こ
よ
 
ね
ん
ね
こ
よ
 
ね
た
ら
お
か
か
に
 
つ
れ
て
い
く
 
お
き
た

 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

 
ら
ご
ん
ご
に
転
ぶ
ら
せ
る
・
ね
ん
ね
ん
よ
 
ね
ん
ね
ん
よ

こ
と
わ
ざ
（
説
～
ぺ
）

 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
ヒ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

○
頭
大
か
ん
尻
け
ん
し
 
○
医
者
と
ぼ
う
ぼ
ら
古
い
が
え
え

9
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，

は
や
し
唄
（
謝
ぺ
）

 
 
 
 
 
 
 
と
を

○
え
い
こ
と
き
い
た
十
聞
い
た

四
、

む
 
 
む
 
 
ロ
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
む

背
戸
の
は
ん
ど
う
を
 
ち
ぢ
め
い
だ

防
・
長
方
言
の
語
彙
を
採
り
あ
げ
た
文
献
と

そ
の
語
彙
例

今
、
代
表
的
な
も
の
と
し
て
左
の
三
書
を
み
る
。

-
禦
称
呼
（
窓
前
。
山
）
し
周
彊
。

2
本
草
綱
目
啓
蒙
（
小
野
三
山
）
…

3
僅
言
集
覧
「
（
太
田
町
斎
）
…
…

8762

長
門
方
言

 
5

3110

 
ω
物
類
称
呼
は
越
谷
吾
山
の
編
。
重
点
を
東
部
に
お
き
な
が
ら
も
全
国
的
に

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

方
言
を
収
集
し
た
第
一
書
、
収
め
た
地
方
語
は
6
4
語
で
あ
る
。
う
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
つ

周
防
方
言
 
川
童
1
え
ん
こ
う
 
か
は
た
ら
う
一
え
ん
か
う
 
す
ほ
ん
一
．
に
て

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ネ
フ
ゾ
ノ
キ

 
ま
が
め
 
蝸
牛
一
ま
い
ま
い
 
あ
さ
ゴ
ー
え
ん
で
う
い
も
ば
 
合
歓
木
1
ひ

 
ぐ
ら
し
（
以
上
6
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
タ
フ
ノ
キ

長
門
方
言
 
信
夫
翁
-
沖
の
た
ゆ
ふ
 
楠
r
こ
が
い
の
木
 
近
づ
き
に
な
る
一

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
と
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
べ
っ
し
て
に
な
る
 
何
ご
と
じ
ゃ
1
何
ち
ふ
 
他
の
呼
に
答
る
語
1
あ
っ

・
つ
（
以
上
5
V

 
ω
本
草
綱
目
啓
蒙
は
小
野
蘭
山
の
著
。
徳
川
期
に
栄
え
た
本
草
学
の
研
究
・

 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
 
 
む

本
草
に
と
り
あ
げ
た
物
を
名
と
一
致
さ
せ
る
為
に
行
わ
れ
た
方
言
の
調
査
、
の

大
成
書
と
し
て
本
書
を
あ
げ
る
。
こ
の
書
に
は
、
杉
本
つ
と
む
氏
の
研
究
調
査

あ
り
、
採
集
さ
れ
た
方
言
は
約
一
万
語
の
由
、
う
ち
周
防
方
言
は
8
7
、
長
門

方
言
は
3
1
を
数
え
る
。
国
別
を
付
記
し
た
方
言
索
引
が
附
録
さ
れ
て
い
る
の

で
、
就
い
て
参
照
さ
れ
た
い
。

 
㈲
捏
召
集
覧
（
太
田
全
寮
原
著
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

 
幕
末
に
出
た
綜
合
辞
書
で
あ
り
、
江
戸
語
の
集
大
成
で
あ
る
。
原
著
の
凡
例

第
八
に
、

 
 
 
む
 
 
む

一
 
余
江
戸
に
弓
長
せ
り
故
に
集
中
江
戸
の
語
什
が
八
九
に
あ
り
…
…

と
。
現
在
書
は
井
上
頼
囹
、
近
藤
瓶
城
ら
が
増
補
し
、
あ
い
う
え
お
順
に
編
成

替
え
し
て
明
治
3
3
年
に
刊
行
せ
し
も
の
。
増
補
版
凡
例
第
八
に
、

一
 
原
著
凡
例
に
見
ゆ
る
こ
と
く
裡
言
諺
語
も
と
江
戸
を
専
ら
と
せ
ら
れ
し
も

 
著
者
の
意
も
と
よ
り
干
れ
を
も
て
足
れ
り
と
せ
し
に
あ
ら
ず
故
に
今
四
方
の

 
言
に
採
り
て
増
補
す
…
…

と
。
本
書
は
雅
言
集
覧
に
対
し
、
僅
言
・
俗
語
を
編
集
し
収
む
る
所
凡
そ
四
万

語
、
原
著
は
江
戸
語
を
主
と
し
、
増
補
版
は
四
方
の
語
を
採
り
て
補
う
。
各
語

は
一
々
出
所
を
示
す
の
で
は
な
い
が
、
文
中
往
々
に
○
○
方
言
と
書
す
る
も
の

を
抽
出
す
れ
ば
、
全
国
各
地
に
亘
る
。
周
防
方
言
と
し
て
あ
げ
る
6
2
語
、
長
門

方
言
の
1
0
語
を
左
に
記
す
。

 
周
防
方
言

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
「

あ
㌧
め
一
が
ざ
み

エ
ン
カ
ウ
イ
モ
バ
ー
あ
さ
ゴ

ど
ん
こ
う
一
石
伏
（
魚
）

し
ほ
う
り
の
女
房
一
青
蛤

-
い
ち
と
き
ば
な
i
衷
ん
じ
ゅ
し
や

 
 
 
 
 
 
 
け

ぼ
ど
う
1
芋

う
し
か
ひ
一
な
か
に
し

あ
け
が
ひ
一
堂
の
名

あ
ん
た
ん
で
す
か
一
御
免
下
さ
い

 
 
 
 
 
 
 
 
 
（
徳
山
）

こ
と
く
か
へ
る
i
青
か
へ
る

う
し
の
ひ
た
ひ
一
い
ち
じ
く

せ
と
か
ひ
一
い
の
言

う
ぐ
ち
一
う
こ
ろ
も
ち

 
 
 
 
 
 
 
 
ア
シ
ビ

え
せ
び
1
木
の
名
、
舞
木
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江
一
戸
こ
ん
が
う
ー
ン
メ
レ
ン
ゲ

・
お
に
し
ば
一
ひ
い
ら
ぎ

き
こ
り
む
し
一
が
て
ん
む
し

す
ど
り
一
か
は
せ
み

か
ん
や
い
一
時
候

ご
つ
ぼ
を
一
ゑ
ら
い

さ
る
と
り
ぐ
い
一
ふ
ち
と
り
ぱ
な

し
や
く
一
し
ゃ
こ
（
蝦
）
 
，

し
ろ
も
の
一
情
夫

つ
ね
ゑ
ご
一
す
ゴ
め
む
ぎ

一
す
め
り
ひ
ゆ
一
す
べ
り
ひ
ゆ

そ
を
け
一
旅
 
 
 
 
、

た
け
る
一
呼
ぶ

ち
や
ぎ
一
痘
痕
層

と
～
こ
通
犬
の
子
、

い
は
か
た
一
に
し

ね
じ
あ
げ
た
一
晴

の
ん
こ
1
小
僧

ひ
ど
こ
1
曲
突

ふ
と
い
i
大
な
る
こ
と
．

ほ
ん
こ
1
愛
子

も
か
り
1
石
蛇

と
～
こ
草
1
ゑ
の
こ
草

を
さ
む
し
一
え
ん
ざ
む
し

 
 
 
 
 
カ
ッ
パ

え
ん
こ
う
通
河
手

も
く
だ
か
に
こ
ゴ
り
i
蟹

エ
ン
コ
ウ
ー
川
太
郎

．
く
じ
く
る
」
叱
惹

ご
を
さ
ん
一
号
和
様

し
や
う
び
一
わ
す
れ
草

じ
よ
う
に
1
澤
山

す
ゴ
め
の
ひ
し
ゃ
く
一
半
夏
-

わ
か
め
一
す
つ
ぼ
ん

ぜ
に
か
め
1
王
命

そ
を
ら
一
た
わ
し
．

た
へ
が
た
い
1
恥
か
し
い

つ
る
み
一
井
戸

う
し
か
び
旧
い
は
に
し

に
ユ
う
だ
う
i
癩
病

ね
ず
つ
ち
や
う
一
ね
ず
も
ち

は
が
ま
一
釜

お
に
し
ば
一
ひ
ら
ぎ

ぼ
ど
う
一
と
う
の
い
も

ぼ
ん
ぼ
ら
一
灰
吹
・

山
の
神
の
ぜ
に
1
自
然
銅

を
レ
こ
1
天
秤
棒
噛

計
6
2
（
う
ち
原
著
1
5
増
補
4
7
）

管
見
徳
川
期
に
お
け
る
防
・
長
方
言
の
文
献
・
語
彙
資
料
の
一
、
二

長
門
方
言

い
し
ま
め
一
ま
め
ご
け

か
ぎ
う
一
か
ぎ
み

て
や
き
し
ば
一
あ
せ
ぼ

ほ
ん
そ
く
一
か
あ
い
く

し
ち
ぶ
ん
一
や
も
り

カ
キ
ブ
ネ

昇
槽
-
釣
台

し
ち
ぶ
ん
一
や
も
り

ね
ず
み
ち
や
う
一
ね
ず
も
ち

せ
ん
ね
ん
一
み
そ
さ
ゴ
い

か
に
ぐ
さ
一
ゑ
の
こ
草

計
1
0
（
う
ち
原
著
2
増
補
8
）

 
◎
番
外
資
料
 
「
酪
目
方
言
託
三
遍
」

一
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
ロ

こ
の
本
は
国
研
大
田
文
庫
蔵
の
稿
本
一
冊
、
和
紙
9
6
枚
綴
。
著
者
未
詳
な
が

ら
、
明
治
期
に
逐
次
書
ぎ
継
い
だ
も
の
ら
し
く
な
お
三
白
を
残
す
。
多
く
は
訳

語
を
下
段
に
示
す
が
、
中
に
は
欄
外
に
方
言
だ
け
を
メ
モ
し
た
部
も
あ
る
。
大

回
-
郷
語
書
誌
稿
の
続
篇
に
短
か
い
解
説
が
載
る
が
、
一
般
に
は
知
ら
れ
て
い

な
い
も
の
な
の
で
、
防
長
関
係
の
部
を
左
に
抜
書
き
す
る
。

 
周
防
徳
山
（
3
6
語
）

オ
ゴ
：
サ
ン
。
内
室

サ
ン
。
サ
ァ
。
シ
ヴ
。
パ
ー
。
マ
ー
。

 
 
 
 
 
 
 
 
ボ
ー
ハ
ー
（
坊
主
）

タ
ユ
ー
。
神
官

サ
エ
。
成
サ
レ

マ
へ
一
。
遊
ひ
ま
へ
1

 
単
に
（
メ
ー
）

ダ
イ
。
美
し
き
死
だ
い

カ
ン
ペ
ウ
つ
大
根
の
干
し
た
も
の

彼
岸
坊
主
。
つ
く
く
し

ゴ
ー
サ
ー
。
娘

オ
ビ
i
。
尼
僧

サ
エ
セ
ン
カ
。
な
さ
れ
ま
せ
ん
か
・

ス
ナ
。
ス
カ
。
臆
劇
職
純

ヤ
ウ
ズ
。
紙
簾
鵬
義
か

ロ
ー
マ
。
春
菊
と
い
ふ
 
菜
．

シ
ナ
i
。
掃
除
、
洗
濯

タ
ヘ
ガ
タ
イ
。
恥
カ
シ
キ

＼
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＼

ヨ
ツ
ポ
ド
ツ
イ
。
甚
だ

コ
ト
、
気
の
虫
母
ナ
ル
コ
ト

ツ
ド
ヒ
。
差
支
ヲ
イ
フ
ー

ヤ
ヲ
イ
。
柔
順
の
意

ヤ
ニ
コ
イ
。
残
忍

ネ
ン
ゴ
ウ
。
小
理
窟
、
、
六
義
大
人
振

 
 
 
 
 
リ
タ
ル
言
葉

コ
レ
サ
ー
。
オ
イ
く

オ
カ
タ
。
本
院
の
内
室

山
口
県
中
部
く
心
門
）

オ
セ
 
大
人

ニ
ー
マ

 
 
 
 
兄
姉

、
不
ー
マ

ゴ
ウ
サ
マ
 
お
嬢
さ
ん

ダ
イ
ゴ
 
田
舎

ノ
ブ
…
ド
ー
モ
ノ
 
悪
性
者

テ
ユ
ウ
ン
ゴ
ツ
ボ
ウ
 
非
常
に

ド
タ
イ
悪
い
 
誠
二
悪
い

チ
イ
ト
。
チ
ビ
ッ
ト
 
小
さ
し

ソ
ネ
イ
ナ
コ
ト
 
そ
ん
な
こ
と

ド
ウ
タ
ン
 
三
七

（
欄
外
に
）
イ
ヌ
ル
ー
1
帰
る

．
ゴ
ザ
ン
ス
湘
ご
ざ
り
ま
す

ヤ
カ
マ
シ
イ
。
面
倒
ナ
意

ホ
ソ
イ
。
幼
稚
ト
千
フ
意

ヒ
ヤ
イ
。
冷

ゼ
ン
キ
。
頑
固

ゴ
イ
ス
℃
御
座
る

オ
マ
ー
。
私
ノ
意
、
小
児
間
に
用
ゐ

 
 
 
 
る

ダ
ン
サ
ン
。
若
旦
那
サ
ン
、
寺
院
ノ

 
 
 
 
 
子
息
ヲ
呼
ブ
日
用
ヰ
ル

蘇
い
父
母

ア
ッ
パ
イ
サ
マ
 
御
部
屋
さ
ま

何
某
マ
ァ
 
何
某
さ
ん

テ
ゴ
 
手
助

ソ
…
カ
、
、
娘
妓
 
 
 
・

ド
ヒ
ヤ
ウ
シ
ム
ナ
イ
コ
ト
大
変
な
事

 
オ
ホ
ゴ
ト
、
大
変
或
は
沢
山

マ
ア
く
 
オ
や
く
・

ア
ノ
ソ
、
コ
ノ
ソ
 
あ
れ
こ
れ

ミ
チ
ル
 
な
く
な
る

ハ
ナ
エ
テ
ー
-
態
々

 
 
何
々
チ
ウ
タ
寸
イ
ー
ー
何
々
と
い
っ
た

 
長
州
萩
町

ホ
ウ
」
ト
ク
ナ
イ
 
不
潔
、

ホ
ロ
ケ
ル
落
る

ア
バ
イ
 
衣
服

オ
タ
イ
ガ
タ
イ
 
お
気
の
毒

ソ
ウ
ケ
 
筑

ゴ
ウ
マ
。
ゴ
ウ
く
嬢
さ
ん

ゴ
ー
マ
 
嬢
サ
ン

（
欄
外
に
2
1
語
）

 
、
 
'

（
1
4
語
h
つ
ち
重
複
す
る
も
の
2
）

ド
・
ー
ラ
ク
h

ソ
ー
ケ
ー
ー

ド
ボ
ク
ル
U

シ
ヨ
ン
ベ
ー
ー

サ
ブ
イ
“

ク
チ
ナ
ワ
U

オ
キ
U

ヨ
ゴ
ド
ル
ー
ー

ケ
ツ
“

グ
ズ
ー
1

シ
ワ
ク
 
ひ
し
ゃ
く

イ
シ
ツ
ギ
．
お
鉢

ヨ
コ
ズ
リ
 
楊
子

テ
ニ
ア
ハ
ヌ
 
始
末
に
な
ら
ぬ

ダ
ン
ボ
ウ
・
坊
ち
ゃ
ん

エ
ラ
イ
 
労
れ
る

オ
タ
イ
ガ
タ
イ
 
気
の
毒
な

ハ
シ
リ
日
 
 
ハ
ン
ド
h

ヒ
ド
イ
賛
 
 
ナ
シ
テ
ー
ー

ガ
ニ
”
 
 
 
ト
ン
ボ
U

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
、

ヘ
ン
テ
コ
隔
 
ノ
ロ
イ
U

ア
ノ
ソ
コ
ノ
ソ
U
あ
れ
こ
れ

二
ー
マ
¶
兄
さ
ん
 
 
ネ
ー
マ
目
姉
さ
ん

結
 
び

ω
昭
和
1
2
年
、
」
重
本
多
喜
津
の
長
門
方
言
集
が
出
た
時
、
柳
田
国
男
は
序
し
て

い
う
。

 
：
三
・
と
に
か
く
一
巻
の
方
言
集
も
ま
だ
公
け
に
さ
れ
て
居
ち
ぬ
県
と
い
へ

 
ば
、
山
口
の
外
に
は
も
う
さ
う
多
く
は
無
い
の
で
あ
る
。
…
…

，
だ
か
ら
重
本
氏
の
採
録
し
た
長
門
方
言
集
が
意
義
あ
り
と
す
る
。

伽
昭
和
3
9
年
刊
の
「
日
本
の
方
言
区
画
」
 
（
日
本
方
言
研
究
会
編
）
の
附
録
に
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「
方
言
作
品
書
目
」
表
が
あ
る
。
明
治
以
降
昭
和
3
8
年
7
月
末
ま
で
に
出
た

む
 
 
む
 
 
む
 
 
む

方
言
作
品
の
目
録
で
、
府
県
別
に
担
当
者
を
選
出
依
頼
し
て
ま
と
め
た
も
の
。

多
く
は
3
0
行
、
2
0
行
あ
り
、
少
な
く
と
も
1
0
行
内
外
な
の
に
比
し
、
山
口
県
分

は
た
っ
た
5
行
で
、
全
国
最
少
で
あ
る
。

㈲
今
回
の
調
査
を
省
み
て
も
、
調
査
の
不
十
分
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
案
外
に

資
料
は
少
な
く
、
防
・
長
の
方
言
文
献
・
方
言
語
彙
は
多
く
は
な
か
っ
た
。

 
以
上
を
通
覧
す
る
と
、
他
と
異
な
る
言
い
方
、
違
う
語
彙
・
義
手
を
取
り
あ

げ
る
式
の
旧
方
言
研
究
で
は
、
徳
川
期
の
防
弘
長
、
、
現
今
の
山
口
県
を
通
じ

て
、
そ
の
活
動
が
必
ず
し
も
盛
ん
で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
從
っ
て
そ

の
よ
う
な
文
献
、
殊
に
方
言
文
学
の
如
き
は
、
元
来
乏
し
か
っ
た
の
で
あ
ろ

う
。
そ
れ
は
防
長
方
言
そ
の
も
の
が
、
本
来
目
を
見
張
る
よ
う
な
特
異
さ
が
な

く
、
四
方
の
言
葉
に
比
べ
て
差
し
障
り
が
少
な
く
、
通
じ
易
・
い
為
で
あ
ろ
う
。

思
ふ
に
そ
の
原
因
は
、

1
防
．
長
は
山
陽
道
の
西
端
に
在
り
ふ
そ
の
山
陽
道
は
奈
良
期
の
古
か
ら
一
級
の

 
交
通
要
路
で
あ
り
、
人
の
往
来
が
多
か
っ
た
。

2
防
長
は
三
方
を
海
に
囲
ま
れ
、
瀬
戸
内
海
は
昔
か
ら
海
上
の
道
と
し
て
栄

 
え
、
日
本
海
側
も
徳
川
期
は
北
前
船
の
航
路
と
し
て
他
国
人
と
の
接
衝
が
頻

 
繁
で
あ
っ
た
。

3
近
古
に
防
長
を
申
心
に
栄
え
た
大
内
氏
は
、
東
は
安
芸
の
諸
地
方
、
西
は
豊

 
後
な
ど
同
時
支
配
し
て
い
た
。

4
そ
の
後
を
継
ぐ
毛
利
氏
も
、
始
め
は
中
国
地
方
を
広
く
領
有
し
た
し
、
関
ケ

 
原
の
役
後
は
防
長
二
州
に
退
い
て
三
百
年
間
支
配
し
た
の
で
、
こ
の
二
州
間

 
に
お
け
る
差
異
は
僅
少
で
あ
り
、
そ
の
本
拠
も
広
島
か
ら
萩
に
移
り
、
最
後

 
ま
た
山
口
に
移
っ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
間
に
も
自
ら
共
通
性
が
あ
っ
た
。

管
見
徳
川
期
に
お
け
る
防
・
長
方
言
の
文
献
・
語
彙
資
料
の
一
、
二

5
ア
ク
セ
ン
ト
が
東
京
ア
ク
セ
ン
ト
に
属
し
、
徳
川
期
は
江
戸
語
と
、
現
今
は

 
東
京
語
を
中
心
と
す
る
共
通
語
と
ほ
ゴ
相
通
じ
、
違
和
感
の
無
い
こ
と
。

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
よ
ヶ
。

 
 
今
や
方
言
研
究
は
単
な
る
裡
言
の
収
集
で
は
な
く
、
一
地
方
の
言
語
体
系

 
全
般
の
究
明
で
あ
る
。
山
口
県
で
も
、
先
に
山
景
翁
の
山
口
県
方
言
辞
典
成

り
、
現
在
は
西
に
岡
野
信
子
氏
（
下
関
市
、
梅
光
女
学
院
大
）
及
び
そ
の
研

究
グ
ル
ー
プ
、
中
央
に
添
田
建
治
郎
氏
（
山
口
大
）
．
、
東
に
中
川
健
次
郎
氏

 
（
徳
山
高
教
頭
）
、
そ
の
地
の
新
進
あ
り
、
着
実
な
研
究
が
進
め
ら
れ
、
成

 
果
が
次
熱
に
報
告
さ
れ
て
い
る
の
は
頼
も
し
い
。
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